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スパッタリング法や PLD 法によりシリカガラス基板や単結晶基板上へ製膜し、特に PLD
法で LaAlO3基板上に製膜した場合に、高結晶性のエピタキシャル薄膜が得られることを見
出した。 
第６章では、得られた薄膜の発光と薄膜型発光デバイスへの応用について述べた。各成
膜法で得られた高結晶性の薄膜から Gd3+による強いフォトルミネッセンスおよびカソード
ルミネッセンスを観察した。そして、Pr3+を共添加した薄膜よりも、Gd3+のみを添加した
薄膜の方が、Gd3+にエネルギーが集中して強い発光を示すことを明らかにした。さらに、
SrTiO3単結晶基板に Gd3+添加 YAlO3蛍光体薄膜と透明導電膜を積層して、簡単なエレクト
ロルミネッセンスデバイスを試作した。1kHzの交流電圧を印加し昇圧していくと、電界強
度が約 1MV/cm以上になった付近から、不安定ながらも Gd3+によるエレクトロルミネッセ
ンスを観察した。酸化物蛍光体からの紫外線エレクトロルミネッセンスは今まで報告され
ていなかったが、これにより、Gd3+添加 YAlO3蛍光体薄膜を発光層とする酸化物薄膜エレ
クトロルミネッセンス素子が、紫外線発光を示すことが実証された。 
本論文で実験的に求められたペロブスカイト型酸化物中の希土類イオンのエネルギー準
位は、各希土類イオンからの発光を理解するための重要な知見になる。また、提案された
エネルギー準位の測定方法は他の母体物質に対しても適用可能であり、多くの母体物質中
のエネルギー準位を簡単に実測できることを意味するものである。さらに、試作した酸化
物薄膜エレクトロルミネッセンス素子から紫外線発光を得られたことは、その他の希土類
イオンからの発光やその他の酸化物母体からの発光の可能性を示唆するものである。これ
らの本論文でなされた業績は、これからの新規酸化物蛍光体の開発やそのデバイス応用に
貢献することが十分期待される。 
 本論文に関して、審査委員ならびに公聴会出席者から、作成したエネルギー図の意義や
利用法、希土類イオン間のエネルギー移動、エレクトロルミネッセンス素子の安定性など
に関して様々な質問がなされたが、論文発表者による適切な回答や説明によって質問者の
理解が得られ、本審査委員会は論文発表者が最終試験に合格したものと判定した。 
 以上により、論文内容の調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に
審査した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
